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第 924号

毎月 1日・ 16日発行

発行上田市

編 集 秘 書 課

電話上回⑫4100

印制田辺印刷

11月10日 ・11日の 2日問、 老人福祉センターで「第 7回高齢者文化祭」が開催きれました。 これは、

高齢者の皆さんが日ごろ製作した作品や、クラブ活動の成果を御覧いただこうと聞かれたものです。展

示コーナーや即売コーナー (=写真)などに大勢の皆さんが訪れました。

主な内容 市民の動き

秋の叙勲と褒章 6人の方々がめでたく受章.........2・3ページ

市政の発展に尽くされた功績者の皆さんを表彰.........4ページ

交通死亡事故抑止緊急体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ................5ページ

お年寄りを敬う作文、入選作品発表⑥ ....................6ページ

健康づくり、風邪の予防.......................................7ページ

お知らせ......................................................8・9ページ

おくやみ・・・・・・・・・・・・ ...............................................10ページ

生活特集..................... .. ..............・・・・・・・・・・・特集 1~4 ページ

(11月 1日現在)

総人口 115，639人 (+ 49) 

男 56，361人(+20) 

女 59，278人(十 29)

世帯数 36，040世 智 (+ 23) 

( )内は前月比です。
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6人の方々めでたく受章

aゐ
内田 穂、束さん

政
府
は
、
十
一
月
三
日
付
で
、
昭

和
五
十
九
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
と
褒

章
受
章
者
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し

た
。
上
田
市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
次
の
六
人
の
皆
さ
ん
が
、
め
で

た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
〉
勲
四
等
瑞
宝
章

内
田

穂
束
さ
ん

(
国
分

一
三
九
|
一
〈
下
堀
〉

.
七
十
八
歳
)

内
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

教
育
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
学
校
教
育

め
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
出
迷
す
る
時
期
に
あ
っ
て

は
、
吉
田
高
等
学
校
、
丸
子
実
業
高

等
学
校
、
須
坂
園
芸
高
等
学
校
各
高

校
の
教
頭
を
歴
任
さ
れ
、
教
育
界
の

正
常
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
梓
川
高
等
学
校
、
南
佐
久
実
業

高
等
学
校
(
今
の
小
海
高
等
学
校
)

各
高
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た

柳沢幸一郎さん

特
に
、
二
つ
の
農
業
高
等
学
校
を
統

合
し
て
梓
川
高
等
学
校
を
設
立
す
る

際
に
は
、
催
れ
た
指
導
力
と
統
率
力

を
発
揮
さ
れ
、
梓
川
高
等
学
校
の
恭
一

礎
を
築
き
ま
し
た
。

内
田
さ
ん
の
円
満
な
人
格
と
熱
烈

な
教
育
愛
は
、
多
く
の
子
弟
同
僚
か

ら
深
い
信
頼
と
尊
敬
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

〈
〉
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

柳
沢
幸

郎
さ
ん

(
本
郷
六
八
五
|
八
〈
上
小
島
〉

・
六
十
九
歳
)

柳
沢
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て

作
察
一
筋
に
励
ん
で
こ
ら
れ
、
治
安

の
維
持
に
努
力
さ
れ
る
な
ど
地
域
社

会
の
安
全
確
保
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
任
務
に
あ
た

っ
て
は
、
何
も

の
も
恐
れ
ぬ
勇
気
と
盟
か
な
見
識
を

も
っ
て
臨
み
、
犯
罪
使
公
、
防
犯
活

動
あ
る
い
は
交
通
の
指
与
と
作
京
市

し
川
ソ
ト

L

4

:

J

-

'

1

.

‘
、
1

9

/

}

引

ト

ト

j
J
L
'
b
b
l.
L
V
4十れ〕

吉子さん香山

を
残
さ
れ
、
和
極
的
な
曾
察
運
営
に

寅
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
部
下
職
員
に
対
し
て
は
、

虫
古
田
な
知
識
や
経
験
と
優
れ
た
指
揮

能
力
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
り
、
後

継
者
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
勲
七
等
宝
冠
章

香
山

吉
子
さ
ん

中
央
北
一
|
九
1

一
〈
新
田
〉

・
六
十
九
歳
)

香
山
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て

長
野
県
に
荘
職
ご
訂
し
て
蚕
業
業

務
に
従
事
)
さ
れ
、
蚕
業
試
験
場
農

林
技
師
な
ど
を
歴
任
、
山
一
u
~
山
田
な
経
験

と
催
れ
た
品
川
凡
を
も

っ
て
地
方
自
治

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た

特
に
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
同
三

十
七
年
ま
で
、
蚕
業
試
験
場
の
蚕
椛

部
縦
糸
係
の
職
員
と
し
て
、
優
良
蚕

品
開

の
選
抜
の
た
め
の
繭
糸
町
調
作

に
従
事
き
れ
、
作
山
さ
ん
の
こ
の
は

の
以
ね
か
、
や
カ
ご
ト
氏
主
r
A
険
山
切
の

一一亥7ニニさん浅川

新
品
陣
の
作
出
と
な
り
、
本
県
の
蚕

糸
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

〈
〉
勲
七
等
瑞
宝
章

受

H

+
方
三
さ
ん

住
吉
九
六

O
l
四
〈
長
島
〉

・
六
十
九
歳
)

浅
川
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

笠
察
一
節
に
精
進
さ
れ
、
治
安
の
維

持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

常
に
強
い
信
念
と
お
う
盛
な
勤
務

意
欲
を
も

っ
て
職
務
の
逆
行
に
あ
た

り
、
数
々
の
難
事
件
を
解
決
す
る
一

万
、
地
域
社
会
の
安
全
確
保
に
努
力

さ
れ
、
村
倒
的
な
作
山
民
不
運
営
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
円
満
な
人
納
は
、

広
く
地
域
住
民
に
民
わ
れ
て
い
ま
し

た
ま
た
、
広
く
大
き
な
包
容
力
と
巧

み
な
統
率
力
を
も
っ
て
部
下
臓
は
の

指
一
山
?
に
あ
た
り
、
後
枇
行
づ
く
リ
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た

冬
で
も
太
陽
に
当
た
れ
ば
院
く
な



第 924号ーーだえー (3)一一一 昭和59年12月1日 広報う

ハV
黄
綬
褒
章

村
田

正
二
さ
ん

(
常
国
三
|
一
五
|
三
ニ
〈
上
常
国
〉

・
六
十
五
歳
)

秋の叙勲と褒章

村
固
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

都
市
ガ
ス
事
業
に
従
事
さ
れ
、
ガ
ス

業
界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
「
地
区
分
割
保
安
サ
ー
ビ
ス

体
制
」
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ガ
ス
需
要
者
の
保
安
の
確
保
を
完
壁

に
す
る
体
制
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

そ
れ
に
よ
っ
て
血
の
通
っ
た
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
、
需
要
者
の
み
な
ら
ず

事
業
者
に
と
っ
て
も
極
め
て
有
効
な

組
織
体
制
で
す
。

こ
の
間
、
日
本
ガ
ス
協
会
安
全
衛

生
委
員
、
長
野
県
ガ
ス
協
会
技
術
部

会
長
な
ど
を
務
・
め
ら
れ
、
業
界
の
指

導
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

正こさん

(
ド
ニ
相

村田

〈
〉
藍
綬
褒
章

安
藤

曜
子
さ
ん

(
中
央
四
|
五
|
一
五
〈
木
町
〉

・
七
十
歳
)

安
藤
さ
ん
は
、
医
師
の
傍
ら
現
在

ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
、
長
野
家
庭

裁
判
所
家
事
調
停
委
員
、
長
野
地
方

裁
判
所
民
事
調
停
委
員
を
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
現
在
ま
で
長

年
に
わ
た

っ
て
、
上
回
調
停
委
員
協

会
副
会
長
、
長
野
家
庭
裁
判
所
参
与

員
な
ど
の
要
職
も
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。相

談
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
か
な
包

容
力
を
も

っ
て
相
談
相
手
の
話
を
本

気
に
な
っ
て
聞
き
、
情
熱
を
傾
け
て

調
停
に
あ
た
る
た
め
、
数
々
の
難
問

を
解
決
に
導
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

冬の省エネ

ここがポイント

冬
で
も
太
陽
に
当
た
れ
ば
暖
く
な

り
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は
カ
ー
テ

ン
を
開
け
て
、
太
陽
熱
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
機
異
の

使
い
方
巴
工
夫
を

室
内
の
温
度
を

適
切
巴

部
屋
の
中
で
は
少
し
厚
着
を
し
て
、

室
内
を
唯
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
温
度
調
節
を
こ
ま

め
に
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

暖
房
機
具
は
、
部
屋
の
用
途
や
大

き
き
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
の
が

コ
ツ
で

す
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
は
時
々
手
入

れ
を
す
る
と
、
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
暖
房
機
具
の
置
き
場
所

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
例
、え
は
、

窓
際
に
、
窓
を
背
に
し
て
暖
房
機
具

を
置
く
と
、
空
気
の
対
流
が
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
行
わ
れ
、
効
果
的
な
暖
房
が

で
き
ま
す
。

部
屋
の
保
温
を

ゆ
が
け
よ
う

風
呂
は家

族
ガ
次
々
と

カ
ー
テ
ン
は
厚
手
の
も
の
に
し
、

天
井
か
ら
床
ま
で
垂
ら
し
ま
す
。
ま

た
、
で
き
る
だ
け
カ
ー
ペ

ッ
ト
を
敷

い
た
り
、
窓
や
壁
な
ど
に
目
張
り
を

し
て
、
換
気
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、

部
屋
の
保
温
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日軍子さん安藤

冬
は
風
呂
が
冷
め
や
す
い
の
で
、

家
族
が
続
い
て
入
浴
す
る
よ
う
に
し

中手

1
)

よ、つ
。

ま
た
、
洗
濯
に
風
巴
の
残
り
湯
を

使
う
の
も
省
エ
ネ
で
す
。

太
陽
の
恵
み
を

利
用
し
て

洗
濯
は

ま
と
め
て
一
度
巴



だ 昭和59年12JJIH-一一一(4)ー

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
者
の
皆
さ
ん
を
表
彰

ト
一
月
二
十
問
日
、
昭
和

4
十
九

年
度
の
上
田
市
功
航
者
表
杉
式
が
、

市
役
所
六
階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
組
表
彰
は
、
上
田
市
表
彰

胤
削
に
法
づ
い
て
地
方
自
治
、
教
育

文
化
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な
ど

えつ広報_ ~î 924号
号ーー

各
分
野
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
表
彰
申
し
上
げ
る
も
の
で
、

今
年
は
、
次
の
五
十
一
名
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
た
い

へ
ん
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

地
方
自
治
関
係

(
十
三
名
・

4
十
立
円
順

市政功績者表彰式が行われました

マ
削
日
松
司
さ
ん
(
千
曲
町
、
七
十

七
歳
)

マ

荒

井

泉

さ

ん

(
上
主

、
六
十
三
歳
)
マ
荒
井
美
輿
さ

ん
(
中
央
一
・
本
町
、
六
十
一
歳
)

マ
上
原
正
人
さ
ん
(
中
央
四
・
木
町
、

七
十
五
歳
)
マ
大
井
昇
さ
ん
(中

央
西
一
・
北
大
手
、
七
十
九
蔵
)

マ
斉
藤
茂
登
こ
さ
ん
(
十
人
、
六
卜

八

歳

)

マ

白

鳥

明

さ

ん

(

ヒ

室

、
六
十
九
歳
)
マ
高
寺
正
義
さ

ん
(
上
青
木
、
七
十
一
歳
)
マ
滝

津
弘
之
さ
ん
(
金
剛
寺
、
六
ト
六
歳
)

マ
武
田
茂
美
さ
ん
(
十
人
、
六
卜
歳
)

マ
ギ
林
戊
雄
さ
ん
(
町
山
川
、
じ
ハ
卜

T

打

υ
此
)
竹
細
則
ゑ
川
さ
ん
(
人
千

一
・
末
広
町
、
六
十
七
歳
)
マ
占

池
持
情
さ
ん
(
針
念
、
六
十
六
歳

教
育

・
文
化
関
係

(
瓦
名
・
五
十
音
順

マ
小
笠
原
聴
三
さ
ん
(
中
央
四
・
丸

堀
町
、
七
十
二
歳
)
マ
中
曾
恨
文

夫
さ
ん
(
神
科
新
屋
、
七
十
六
歳
)

マ
西
村
良
美
さ
ん
(
中
央
西
一
・
下

紺

屋

町

、

六

十

歳

)

マ

堀

内

伸

さ
ん
(
中
央
西
二

・
鎌
原
、
六
十
二

歳
)
マ
水
野
直
治
さ
ん
(
小
泉
、

七
十
八
歳
)

社
会
関
係

(一
名
)

マ
守
深
宏
さ
ん
(
中
之
条
、
八
十

二
歳

産

業

関

係

(
三
十
二
名
・
五
十
音
順

マ
飯
塚
幸
雄
さ
ん
(
保
野
、
六
十
四

歳
)
マ
石
谷
武
夫
さ
ん
(
大
手
二
・

大
手
町
、
六
十
五
根
)
マ
上
野

裕
さ
ん
(
中
央
北
二
・
新
回
、
六
十

歳
)
マ
大
井
忠
久
雄
さ
ん
(
浦
野
、

六
十
瓦
歳
)
マ
大
蕊
袈
裟
董
さ
ん

(
大
手
一
・
末
広
町
、
六
十
三
歳
)

マ
伏
原
諸
一
さ
ん
(
中
央
丘
・
上
川

原
川
町
、
六
十
一
向
}
[
川
棋
士

三
さ
ん
(
泳
訪
形
、

じ
卜
-
一
向
)

マ
金
井
臨
時
行
さ
ん
(
長
島
、
」
ハ
卜
九

宅
」

h
υ
l
l
 

役

歳
)
マ
久
保
田
幸
一
郎
さ
ん
(
伊

勢
山
、
七
十
四
政
)
マ
合
田
錠
一

さ
ん
(
中
央
四
・
木
町
、
七
十
二
成
)

マ
桑
原
繁
次
さ
ん
(
中
之
条
、

L

ハ
ト

二
歳
)
マ
小
林
寺
さ
ん
(
秋
和
、

六

十

歳

)

マ

関

谷

勝

さ

ん

(

仁

古
田
、
八
十
一
歳
)
マ
銭
滞
法
作

さ
ん
(
中
央
凹
・
木
町
、
六
十
一
成
)

マ
曽
根
一
立
さ
ん
(
院
内
、
六
十
成
)

マ
瀧
津
久
代
さ
ん
(
下
之
条
、
七
十

六

歳

)

マ

永

井

幸

さ

ん

(

中

央

北
一
・
新
田
、
六
十
歳
)
マ
中
津

喜
弥
蔵
さ
ん
(
常
磐
城
一
・
西
脇
、

六
十
八
歳
)
マ
西
川
親
信
さ
ん
(
常

入
一

・
染
屋
、
六
卜
二
歳
)
マ
西

沢
千
尋
さ
ん
(
仁
古
田
、
六
十
七
蔵
)

マ
野
村
義
一
さ
ん
(
桜

h
、
六
十
九

歳
)
マ
林
正
治
さ
ん
(
平
井
寺
、

六
十
四
歳
)
マ
樋
口
省
三
さ
ん
(
三

好
町
、
七
十
九
歳
)
マ
深
草
信
秀

さ
ん
(
大
湯
、
六
十
一
歳
)
マ
舟

津
イ
ト
さ
ん
(
大
手
二
・
大
手
町
、

六
十
二
歳
)
マ
松
井
厚
氏
さ
ん
(
常

磐
城
二

・
新
町
、
六
十
哉
)
マ
村

岡
オ
一
さ
ん
(
福
岡
、
七
卜
六
此
)

マ
向
山
茂
さ
ん
(
川
辺
町
、
七
十

二
歳
)
マ
柳
原
文
次
さ
ん
(
中
央

一
了
松
尾
町
、
八
十
一
歳
)
マ
山

崎
誠
一
さ
ん
(
中
央
二
一
・
原
町
、
六

十
u

小
川
ア
行
け
aU
喝
さ
ノ
、

HW
川

二
・
中
市
問
、
人

l
-
m岐
}

V

れ

林
繁
太
郎
さ
ん
{
崎
町
、
た
ト
打
.
ぬ
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7面

え一 (1)一一一昭和59年12月1日一一一一広報う

0暖房は温度調節をこまめに

0 カーテン ・じゅうたんを効果的に

〈生活環境課生活係・市民相談室 ft@4100内線301・303> 0 ス トーブは窓際に

価格動向調査結果(一部抜粋)

口名~I附11 昭和59年 4 月

「
食
用
油
」
落
ち
着
く
見
通
し

(単位円)

10月

229 

h詐竺ごうと -ー-;一一11371

257 

KPヰ寸k-7::5)

9月7月6月5 }J 

1 

じ

100g 

あ

菜
類
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
傾
向
で
し

た
。
ま
た
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
石
油
製
品
は
安
値
安
定
的
に
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
タ
オ
イ
ル
な
ど
の

食
用
油
は
、
四
月
ご
ろ
か
ら
上
昇
し
、

七
月
に
最
高
値
と
な
り
、
以
後
は
高

値
安
定
供
給
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の

108 112 12仁
___104 

l品「ー 寸681 一;干31 ーi7!Ii---Issi --i881--- 1921 

12091 12081 12081 ~9 214 225___219 

209 -----、一一ー一一一_____1 2081 12081 12081 12081 
173 173 

!?百三本子ベ;si|

市
で
は
、
消
費
物
資
等
調
査
員
の

皆
き
ん
に
、
毎
月
、
日
常
生
活
に
関

係
の
深
い
食
料
品
、
日
用
雑
貨
品
、

石
油
製
品
な
ど
九
十
一
品
目
の
価
格

動
向
の
調
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
十
月
ま
で
の
上
半
期
の
動

向
を
み
る
と
、
魚
介
類
で
は
、
あ
じ
、

さ
ば
が
高
値
で
推
移
し
、
豚
肉
、
野

104 

30.8 

11 250-i 

11 200-i 

11 150寸
11 111 I 

11 30-1 

11 20-i 

11 10-1 
1I P-J I 

11 40→ 
11 30→ 
11 20-1 
Hηl  

け

100g 
さ

ば

100g 

菜

100g 

にんじん

100g 

一
ト

川島

一

泊

官

。
一
油

4

和
一
ン

t

一

n
U
一

E
K

一

OB

+ム
一

I
1

b

一
マ

叩

一

用

町

一

1
4山
一
川

1

一
ト

一

食

1

一
灯

一
ガ

肉

100g 

き

豚
(中)

白

よ
う
な
値
上
が
り
の
理
由
と
し
て
は
、

一
つ
に
、

油
糧
種
子
が
昨
年
の
米
国

の
熱
波
に
よ
る
不
作
の
た
め
、
主
要

な
食
用
油
原
料
価
格
が
高
騰
し
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
油
脂
種
子
の
生
産
量
は
昨

年
を
上
回
る
見
込
み
で
、
今
後
は
値

下
が
り
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

741ノ〆 -ーー一ーーーーー一一一ττ::-ーーーー l ;/ 724 737 ー-709 

632.8ノ"
580.3 59B_.-.-----"' 

(567' '5671 1566.51 -(566.5--566 51-;56651ーー-1 541.51 1 
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lF之 1こ 145.ユ 広F二 |

トマト

100g 

食用油

1.65kg 

B年 j亨の 卜回南 d

。、ド。
。佐官グヲ ト昭 市 。

σ)1国l.rJId  

価格動向調査 (一部抜粋)

¥品
1. いわ し 2.ノ、 ム 3.キャベツ 4.ほうれん草 5.大 十艮 6.レ モ ./ 

区
名

(100g) (100g) (100g) (100g) (100g) (100g) 

分
価格 対前月 価格 対前月 価 格 対前月 価格 対前月 価 格 対前月 価格 対前月

f傍面 最南1 99円 +33円 330阿 O円 9問 -13同 50円 -50円 25同 +5円 100fII +5円

状jグ兄〉
最低 79 +24 298 一日 4 2 25 -50 10 -2 75 +2 

平均 89 +29 312 -14 7 -6 39 -49 17 -1 93 +10 

※調1f.月は10月てす。この価格は、市内の居舗を抽出したものです。
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健康食晶を

えつ広報

ぞ舎

ーー第 924号

通信していませんか

あ
な
た
は
、
健
康
食
品
に
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
?
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た

『健
康

食
品
に
何
を
期
待
し
て
買

っ
た
か
』

と
い
う
調
食
で
は
、
「
健
康
の
維
持
・

噌
進
」
が
五
七
%
、
「
病
気
に
効
く
と

思
っ
て
」
が
二
八
%
と
い
う
数
字
が

出
て
い
ま
す
。

効
能
を
期
待
し
が
ち

健
康
食
品
は
、
成
分
に
特
徴
が
あ

る
た
め
、
健
康
の
増
進
を
期
待
さ
せ

た
り
、
形
態
が
薬
に
似
て
い
る
た
め
、

効
果
や
効
能
を
期
待
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
有
効
性
・
副
作
用
・
成

分
・
用
法

・
用
量
な
ど
厳
し
い
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
た
医
薬
品
と
違
い
、
薬

県
下
め
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は

効
を
う
た
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
健
康
を
そ
こ
な
う
場
合
も
〉

健
康
食
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

O
人
が
食
用
に
し
た
こ
と
の
な
い

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。

O
微
生
物
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
、

異
物
が
出
じ

っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。

O
有
害
成
分
な
ど
が
濃
縮
加
工
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

O
変
質
、
腐
敗
し
や
す
い
も
の
が

あ
る
。

大
量
摂
取
は
慎
重
に

健
康
食
品
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、

商
品
を
売
る
た
め
に
、
大
量
に
、
継

続
し
て
飲
む
よ
う
に
す
す
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
大
量
摂
取
、
長
期

連
用
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
健
康
食
品
の
飲
食
で
正
し

い
医
療
を
受
け
る
機
会
を
失
う
人
も

あ
り
ま
す
。
医
薬
品
的
な
効
能
効
果

で
用
法
用
量
が
示
さ
れ
て
い
る
と
、

そ
れ
を
信
じ
て
つ
い
飲
食
を
続
け
、

医
者
に
か
か
る
チ
ャ
ン
ス
を
な
く
し
、

症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
り
ま
す
特
に
尚
齢
者
、
子
供
、

病
人
の
飲
食
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
【

対
策
の
重
点

調
一
査
一員
一
日
一
記
一
の)

食
品
の
安
全
性
に

も
っ
と
関
心
を

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び

続
け
、
世
界
で
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長

寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
周

り
を
見
回
し
て
も
、
高
齢
者
の
方
々

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
。
で
き
る
こ

と
な
ら
ば
自
分
も
そ
の
年
代
ま
で
生

き
、
そ
う
あ
り
た
い
も
の
だ
と
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
「
寝
た
き
り
老

人
の
増
加
」
や
「
子
供
に
成
人
病
」

「
奇
形
児
・
死
産
児
の
激
増
」
「
奇
病

難
病
の
多
発
」
「
死
因
の
ト

ッ
プ
は
ガ

ン
」
な
ど
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
現
象

を
見
聞
き
す
る
と
、
自
分
の
後
半
生

や
子
供
た
ち
の
行
く
末
い
か
、
何
と
も

不
安
で
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に

な
る
の
も
事
実
で
す
。

生
き
て
い
る
限
り
健
康
で
あ
り
た

い
と
い
う
願
い
は
、
だ
れ
も
が
強
く

持

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
各
々

が
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
や
努
力
を
し
て

い
る
は
ず
で
す
。

食
生
活
を
考
え
た
と
き
、
す
べ
て

の
食
品
が
安
全
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と

願
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
c

と
こ
ろ
か
、
現
実
は
ど

具
体
的
に
よ
い
見
本
を
示
し
て
何
度

う
で
し
ょ
う
。
農
薬
や
飼
料
に
閲
す

る
問
題
も
時
々
あ
り
ま
す
が
、
紅
は

加
工
食
品
へ
の
添
加
物
の
使
用
に
つ

い
て
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す

現
在
、
使
用
許
可
に
な
っ
て
い
る

添
加
物
は
、
昭
和
五
十
八
年
八
月
、

十
一
品
目
が
追
加
さ
れ
、
三
百
四
十

七
品
目
に
な
っ
て
い
ま
す
本
来
、

添
加
物
は
食
品
の
製
造
、
保
存
、
加

工
上
必
要
と
さ
れ
、
何
ら
か
の
利
点

を
消
費
者
に
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た

は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
使
わ

れ
て
い
る
添
加
物
の
中
に
は
、
安
全

性
に
つ
い
て
問
題
を
指
摘
す
る
声
も

あ
り
ま
す
。
発
ガ
ン
性
や
催
奇
形
性

の
疑
い
を
も
た
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
中
て
、
私

た
ち
消
費
者
は
食
品
に
つ
い
て
無
関

心
す
ぎ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
築
き
あ

げ
る
も
の
だ
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
、

一
人
一
人
が
食
生
活
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
例
え
ば
、
加

工
食
品
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
た
り

表
示
の
点
検
や
疑
わ
し
い
商
品
の
不

買
運
動
、
行
政
へ
の
監
視
な
ど
、
で

き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
す
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
日
も
早
く
、
世
の
中
す
べ
て
の

食
品
を
安
全
な
も
の
と
し
、
永
遠
の

‘良
好
同
と
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た

い
と
思
い
ま
す
。
へ
山
停
泊
}
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県
下
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
、

み
ん
な
の
懸
命
な
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
つ
い
に
今
年
の
交
通
事
故
死

者
抑
止
目
標
で
あ
る
百
六
十
人
に
達

す
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
残
念
な
事

態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

県
下
の
交
通
情
勢
か
ら
み
て
、
今

後
も
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
情
勢
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
十
一
月
七
日
、

交
通
安
全
推
進
本
部
長
(
知
事
)
は
、

広
く
県
民
に
「
交
通
死
亡
事
故
発
生

緊
急
事
態
に
よ
せ
て
」
を
、
次
の
と

お
り
対
策
の
重
点
と
し
て
発
せ
ら
れ

ま
し
た。

交通死亡事故が急増

だ

抑止緊急体制

えー (5)一一一一昭和59年12月1日 広報う

対
策
の
重
点

交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る
悪
質

危
険
な
無
謀
運
転
な
ど
に
よ
る
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
対
策
を
重

点
と
し
ま
す
。

一
、
交
通
安
全
マ
ナ
ー
の
実
践

二
、
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
促
進

三
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制
運
動
の
強
化

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

歩
行
者
の

交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ

l

道
路
交
通
法
は
、
車
を
運
転
す
る

人
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歩
行
者
に
も
、
交
通
ル

l
ル
を
し
っ

か
り
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。
歩
行
者
は
、
ま
ず

自
分
の
守
る
べ
き
こ
と
を
知
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し
ゃ
車
の

直
前
直
後
の
横
断
な
ど
は
、
歩
行
者

と
し
て
最
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

子
供
の
た
め
の

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

だ

け子
で供
なに
くは

た
だ
言
葉
で
教
え
る

ま
ず
、
お
母
さ
ん
が

具
体
的
に
よ
い
見
本
を
示
し
て
何
度

も
繰
り
返
し
て
教
、
え
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ

ナ
ー
を
子
供
た
ち
に
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
子
供
の
成
長
に
応
じ
て
、

車
の
性
能
や
危
険
の
理
由
な
ど
も
理

解
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
年
寄
り
の
た
め
の

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

お
年
寄
り
の
交
通
死
亡
事
故
は
、

依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。
お

年
寄
り
は
、
新
し
い
交
通
環
境
の
変

化
に
対
す
る
適
応
が
遅
れ
が
ち
で
す
。

ま
た
、
元
気
な
人
ほ
ど
自
分
自
身
の

体
力
や
身
体
機
能
の
衰
、
え
に
つ
い
て

気
が
つ
か
ず
、
事
故
に
あ
い
が
ち
で

す
。お

年
寄
り
の
交
通
事
故
で
は
、
自

転
車
や
バ
イ
ク
に
乗
車
中
の
場
合
が

特
に
多
い
こ
と
に
、
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
御
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

マ
東
京
電
力
株
式
会
社
千
曲
川
電
力

所
樟

点
字
図
書
四
十
六
冊
点
字

図
書
館
へ

マ
倉
沢
正
勝
様

(
中
之
条
)
書
籍

七
冊
報
恩
寮
へ

マ
株
式
会
社
ひ
だ
の
樟

テ
レ
ビ
十

三

台

神

川
小
学
校
へ

マ
細

田

節

様

(
盛
岡
市
)
二
十

万
円
豊
殿
小
学
校
備
品
購
入
費
と

し
て

マ
有
限
会
社
鎌
原
塗
装
工
業

樟

三

万
円
社
会
福
祉
法
一
金
の
柏
立
金
と

し
て

マ
清
水
正
実
樟

(
中
吉
田
)
二
万

円
社
会
福
祉
基
金
の
和
立
金
と
し

てマ
市
立
第
四
中
学
校
三
年
五
組
一
問

機

一
万
七
百
九
十
三
円
社
会
福

祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
村
上
和
夫
様

(
大
手
一
・
末
広
町
)

上
田

・
小
県
地
区
の
神
社
写
真
(
カ

ラ
l
写
真
三
千
枚
、
ネ
ガ
百
十
七
本
)

博
物
館
へ

マ
益
子
輝
之
樟

(
常
国
二
・
上
常
国
)

書
籍
百
四
冊
西
部
公
民
館
へ
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お年寄りを敬う作文

お
ば
あ
さ
ん
の

1111111111入選作品発表⑥1111111111

生
き
方
は
す
ば
ら
し
い

金井唯博くん
(5中・2年)

ぼ
く
の
家
に
は
、
と
て
も
や
さ
し

い
働
き
者
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
今
年
七
月
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ

ん
は
寝
た
き
り
だ
っ
た
の
で
、
お
ば

あ
さ
ん
は
と
て
も
た
い
へ
ん
で
し
た
。

一ゐ同
老人福祉センターでお茶を楽しむ皆さん

ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

毎
日
、
朝
か
ら
夜
ま
で
つ
き
っ
き
り

で
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
が
御
飯
を
食
べ
て
い
る
と
、
お

じ
い
さ
ん
が
大
き
な
声
で
「
お
い
」

と
呼
び
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
す
ぐ

「
ど
う
し
た
の
」
と
言
っ
て
お
じ
い
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
行
き
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
お
じ
い
さ
ん
に

大
き
な
声
を
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
に
も
た
え
て
、

看
病
し
て
き
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん

の
世
話
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
畑

に
行
っ
て
草
を
取
り
、
種
を
ま
い
た

り
も
し
て
い
ま
し
た
。
も
う
、
少
し

腰
も
曲
っ
て
き
て
、
と
っ
て
も
つ
か

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

七
月
に
、
急
に
お
じ
い
さ
ん
は
病

気
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
つ
い
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ

ん
は
、
そ
の
と
き
、
と
て
も
悲
し
そ

う
な
顔
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
「
や
る

だ
け
や

っ
た
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
は
、
心
の
中
で
泣
い
て
い

る
と
思
い
ま
し
だ
お
ば
あ
さ
ん
は

お
じ
い
さ
ん
に
、
と
て
も
つ
く
し
た

と
く
に
健
康
が
地
進
さ
れ
る
と
は
限

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
が
も
し
、
お
ば

あ
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
ら
、
あ
ん

な
に
つ
く
せ
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
は
く
た
ち
が
力
を

合
わ
せ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
を
大
事
に

し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

苦
労
を
し
て
き
だ
お
ば
あ
さ
ん
に
、

や
さ
し
く
、
大
切
に
せ

っ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

わたしの

おばあちゃん
天 谷 麻 紀 さん
(神川小・3年)

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ

た
し
の
お
母
さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す

す
ご
く
著
か
っ
た
と
き
、
下
じ
き

で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
あ
お
い
で
あ
げ

た
ら
、
「
い
い
あ
ん
ぱ
い
だ
」
と
言
っ

た
の
で
、
わ
た
し
は
「
い
い
あ
ん
ぱ

い
だ
っ
て
な
あ
に
」
と
聞
い
た
ら
、

「
す
ず
し
く
て
気
持
ち
い
い
っ
て
い

う
こ
と
だ
よ
」
と
教
、
え
て
く
れ
ま
し

た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
六
十
オ
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
六
十
ニ
オ
で
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
じ
ち
ゃ
ん
と
二

人
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
わ
た
し
が
い
け
な
い
こ
と

を
す
る
と
、
「
こ
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
お
こ
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
わ
た
し
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
す
る
の
が
い
や

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
お
こ
ら
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
じ
ち

ゃ
ん
が
早
く
か
え
っ
て
こ
な
い
の
で
、

一
人
で
ご
は
ん
を
食
べ
ま
す
。
か
わ

い
そ
う
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
わ

た
し
な
ら
、
夜
は
こ
わ
い
の
で
一
人

で
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
じ
ち
ゃ
ん
、

早
く
お
よ
め
き
ん
を
も
ら
っ
て
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
く
・
り
し
て
ね
し
そ
う
し

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
だ
い
に
に
し

て
く
だ
さ
い
わ
た
し
も
、
た
い
ヒ

に
し
ま
す
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巧
妙
な
訪
問
販
売

訪
問
販
売
の
場
合
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
却
に
の
せ
ら
れ
、
健
康
食
品
を

向
飢
で
、
し
か
も
大
社
に
買
わ
さ
れ

る
ケ

l
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
ま

た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
中
に
は
、
無
条

件
解
約
で
き
な
い
よ
う
に
、
即
金
で

口
わ
せ
た
り
、
粕
や
ビ
ン
を
そ
の
場

で
聞
け
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
注
立
か
必
要
で
す
。

」
間
版
売
の
ほ
か
、
特
定
の
場
所

に
人
を
集
め
、
異
憾
な
手
囲
気
を
演

出
し
て
商
品
を
売
り
つ
け
る

S
F
商

法
、
「
無
理
な
く
や
せ
る
」
な
ど
特
に

来
い
人
を
ね
ら
っ
た
キ
ャ

ッ
チ
セ
ー

ル
ス
、
効
果
に
つ
い
て
オ
ー
バ
ー
な

表
現
が
日
立
つ
通
信
版
売
て
の
ト
ラ

だく特集〉えつ一(3)一一一一 昭和59年12月1日一一一一一広報

上田市消費物資等調査員名簿

ヒ田市消貨物資等調炎 t~の皆さんは、

毎月の価格動向調査やグルーフ調俗な

どを通じて、消費生活の向上のために

活動しています。

フ
ル
か
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
友
人
や
知
人
か
ら
買
わ
さ
れ

る
場
合
て
も
、
ほ
か
の
人
に
は
良
か

っ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
体
に
合
う

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
知
り
合
い
の
す

す
め
で
も
安
易
に
飛
び
つ
く
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

巧
妙
・
悪
質
な
売
り
方
に
は
、
十

分
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

過
度
の
期
待
は
禁
物

以
上
の
よ
う
に
「
健
康
食
品
」
の

問
題
点
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
結
局

は
い
ま
の
健
康
や
食
生
活
に
不
安
が

あ
る
か
ら
、
健
康
食
品
に
つ
い
手
か

出
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
健

康
食
品
は
病
気
を
治
す
薬
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
食
べ
た
か
ら
と
い

っ
て、

と
く
に
健
康
が
増
進
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
健
康
食
品
に

過
度
の
期
待
を
か
け
た
り
す
る
の
は

禁
物
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
あ
る
食
生
活

健
康
を
維
持
す
る
に
は
、
適
度
な

運
動
と
十
分
な
睡
眠
・
休
養
、
そ
し

て
安
定
し
た
精
神
状
態
を
保
つ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
大
事
な
こ

と
は
、
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
食
品
を
い
か
に
取
る
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

食
生
活
は
、
バ
ラ
ン
ス
か
基
本
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
工
夫
が
い
り
ま

す
。
|
|
食
は
健
康
な
り
、
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
健
康
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

E圧 氏 名 自治会名

金 子 せ つ 子 新 崖

小林茂子 南天神町
1 

滝 i畢 てる子 大手町

中本 尽子 大手町

関 紀子 華庁 田

山 j甫たみ依 北常田
2 

中 )11 洋 子 三好町

布施教子 緑が丘北

飯 島 えい子 秋 平日

白 井宜子 大 屋
3 

春 日 俊子 諏訪形

田 村英子 諏訪部

山 岸三津枝 新 町

堀 ます枝 下 室 賀
4 

高槻孝代 来庁 町

土屋梅子 上室賀

山 岸佑子 城 ヰヒ

倉 i幸俊子 川 辺町
5 

保屋野正子 保 前'

平 田 田鶴子 下之郷

専任 太田 和 子 末広 町

(敬粉、田島)

一
調
一
査
一
員
一日
一
記
一
②
)
一

大
切
に
し
た
い

「
本
物
の
昧
」

最
近
は
、
あ
ち
こ
ち
の
弁
当
屋
き

ん
が
繁
盛
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も

い
ろ
い
ろ
な
お
弁
当
が
色
ど
り
よ
く

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も

手
作
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

や
、
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
に
利

用
さ
せ
て
も
ら
、
え
ば
、
た
い
へ
ん
あ

り
が
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
あ
る
都
市
の
幼

稚
園
で
園
児
の
お
弁
当
を
調
べ
て
み

た
ら
、
市
販
の
も
の
や
菓
子
パ
ン
な

ど
も
多
く
み
う
け
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
驚
い
た
こ
と
に
、

朝
の
登
聞
の
た
び
に
子
供
を
連
れ
て

喫
茶
庖
に
行
き
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
と
パ
ン
の
食
事
を
さ

せ
て
い
る
母
親
が
珍
し
く
な
い
と
、

あ
る
先
生
は
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
読
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
事
情

が
あ
っ
て
こ
の
様
な
こ
と
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
察
し
ま
し
た
が
、

何
と
も

重
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

調
理
ず
み
で
た
だ
温
め
れ
ば
よ
い

レ
ト
ル
ト
食
品
や
加
工
食
品
、
市
販

の
そ
う
莱
な
ど
は
、
食
品
添
加
物
の

問
題
と
と
も
に
、
塩
分
を
か
な
り
多

く
し
な
い
と
保
た
せ
ら
れ
な
い
の
で

す
。
画
一
的
な
味
に
慣
お
り
さ
れ
て
し

ま
っ
た
私
た
ち
は
、
な
か
な
か
普
か

ら
の
「
本
物
の
味
」
を
見
い
出
す
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
本
物
の
味
を
作

り
出
す
こ
と
は
、
主
婦
一
人
一
人
の

ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
で
容
易
に
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

主
婦
の
で
き
な
く
な
っ
た
部
分
を
弁

当
屋
さ
ん
に
埋
め
合
わ
せ
て
も
ら
っ

て
、
持
ち
帰
り
弁
当
に
何
の
抵
抗
も

感
じ
な
く
な
っ
て
い
く
状
況
を
ど
う

考
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

働
き
に
出
る
主
婦
が
年
々
多
く
な

り
手
を
か
け
た
食
事
を
こ
ま
め
に

作
っ
て
や
れ
な
い
心
情
は
よ
く
理
解

で
き
ま
す
が
、
育
ち
盛
り
の
幼
い
子

供
た
ち
の
も
っ
と
先
の
身
体
の
状
態

が
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
。
す
で

に
県
の
保
健
予
防
課
で
は
、
県
下
の

若
年
者
の
成
人
病
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
世
の

中
の
現
象
に
、
す
く
に
順
応
し
、
そ

れ
が
当
り
前
と
な
っ
て
い
く
中
で
、

毎
日
三
回
の
「
食
」
の
問
題
だ
け
は
、

お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
口
か
ら
入
る
食
物
に
よ
っ
て
身

体
は
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
真
剣
に

受
け
止
め
、
食
生
活
を
見
直
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
春
日
)
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-
名
義
貸
し
・

名
前
を
貸
し
た
ら

請
求
書
が
回
っ
て
き
た

えつ

「
絶
対
に
迷
惑
は
か
け
な
い
の
で

名
前
だ
け
灯
し
て
欲
し
い
」
と
知
り

合
い
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
相
ま
れ

ホ
諾
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
-
九
か
月
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か

ら
代
全
立
払
い
の
催
告
状
が
届
き
ま

し
た
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
行
方
が
分

か
ら
ず
、
連
絡
が
と
れ
な
い
。
ど
う

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

広報

回

hh-
..a.. 
Eヨ

ー-W， 924号

御
相
談
の
件
は
、
故
近
増
え
て
い

る
「
名
義
代
し
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
、
ク

レ
シ
ッ
ト
会
社
か
ら
日
求

か
く
る
の
は
、
あ
な
た
の
名
前
で
商

品
の
購
入
契
約
が
結
ぼ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
あ
な

た
に
代
わ
っ
て
、
版
売
業
者
に
商
品

代
金
を

n
立
体
払
い
。
し
て
い
る
の

で
す
。

契
約
が
意
に
反
す
る
こ
と
を

証
明
す
る
の
は
難
し
い

「
名
義
貸
し
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を
み

る
と
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
強
引
と

も
思
わ
れ
る
よ
う
な
懇
願
を
受
け
た

り
、
知
人
や
友
人
な
ど
断
り
に
く
い

関
係
に
あ
る
人
か
ら
「
絶
対
に
迷
惑

を
か
け
な
い
」
「
名
義
を
借
り
る
だ

け
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
安
易
に

あ
る
い
は
や
む
な
く
承
知
し
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
な
か

に
は
、
無
断
で
名
前
を
使
わ
れ
だ
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
談
者
が
、

「
名
義
を
貸
し
た
だ
け
」
「
セ
ー
ル

ス
マ
ン
の
言
動
は
詐
欺
的
で
、
不
当

だ
」
と
主
張
し
て
も
、
そ
れ
を
証
明

す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
よ
う
で

す
。そ

の
結
果
、
販
売
業
者
や
信
版
会

社
と
交
渉
し
て
も
、
名
義
使
用
を
承

諾
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
消

費
者
も
代
金
の
一
部
を
負
刊
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は

「
名
義
貸
し
」
に
よ
る
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

。
「
名
義
だ
け
」
「
絶
対
に
迷
惑

を
か
け
な
い
」
と
言
わ
れ
で
も
、
勇

気
を
も
っ
て
は

っ
き
り
と
断
わ
り
ま

l
v
ょ
、つ。

。
内
容
を
碓
か
め
ず
に
、
書
知
な

ど
に
署
名
や
押
印
を
し
な
い
。

。
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、

印
鑑
な
ど
を
他
人
に
即
け
な
い
。

一
方
、
無
断
で
名
義
を
使
わ
れ
だ

場
合
は
、
消
叫
H

者
が
責
任
を
負
、っ
必

要
が
な
い
の
は
当
然
で
す
。

そ
れ
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た

ら
、
早
め
に
市
ま
た
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

包
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消
火
器
の

訪
問
販
売
に
御
用
心

消
火
器
の
脱
格
が
十
二
月
一
日
か

ら
変
わ
り
ま
す
。
主
な
新
規
格
は
、

消
火
器
の
誤
作
動
を
防
ぐ
安
全
栓
を

上
抜
き
に
す
る
な
ど
で
す
が
、
今
家

庭
に
あ
る
消
火
器
は
、
新
規
格
の
も

の
に
買
い
換
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
時
期
に
便
乗
し
「
消
防
署
か

ら
来
た
」
な
ど
と
言
っ
て
、
消
火
器

を
訪
問
販
売
す
る
ケ

l
ス
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
消
防
署
が
消
火
器
を
直
接

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

便
乗
セ
ー
ル
ス
に
は
十
分
御
注
意

く
だ
さ
い
。

ロ
月
1
日
か
ら

変
わ
り
ま
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
分
割
払
い
と
一
般

に
呼
ば
れ
て
い
る
割
賦
関
連
取
引
の

割
賦
販
売
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め
、

十
二
月
一
日
か
ら
「
割
賦
版
売
法
」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
点
は
・

①
信
販
会
社
の
ク
レ
ジ

y
ト
カ

ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
も
、
割
賦
版
売

法
が
適
用
さ
れ
る
。

②
消
費
者
は
、
場
合
に
よ
っ
て

信
販
会
社
な
ど
に
対
し
、
支
払
い
を

拒
む
こ
と
が
で
き
る

-

③

ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
(
無
条

件
解
約
)
期
聞
か
四
日
か
ら
七
日
に

延
長
さ
れ
る
ー
な
ど
て
す
が
、
詳
し

い
こ
と
は
生
活
環
境
凍
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。



風
邪
の
予
防

あ 924り-ーー

告三

胤
邪
の

kr
節
か
ゃ

う
て
き
ま
し
た

か
、
皆
さ
ん
は
、
風
邪
な
ど
引
か
す

に
元
気
で
生
活
し
て
い
ま
す
か
。

風
邪
は
、
だ
れ
で
も
毎
年
何
回
か

は
経
験
す
る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
気

で
す
。
し
か
し
、
た
か
が
風
邪
ぐ
ら

い
・
:
と
油
断
し
て
い
る
と
、
ほ
か
の

症
状
か
出
て
き
た
り
、
風
邪
の

U
に

か
く
れ
て
い
る
重
い
病
気
が
顔
を
出

し
た
り
し
て
、
思
わ
ね
し

っ
ぺ
返
し

を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

汗
か
ら
、
風
邪
は
万
病
の
も
と
と

一バ
わ
れ
作
成
さ
れ
て
き
た
の
も
、
こ

の
た
め
で
す
。

こ
の
風
邪
は
、
完
全

に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

広
た
ち
の
一
枯
ら
し
方
や
日
常
の
ち
ょ

っ
と
し
た
注
立
と
健
康
管
理
で
、
風

邪
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

だえつ一(7)一一一一 昭和59年12月1日 広報

風

邪

σ〉
原

因

風
邪
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
に
よ
る
も
の
で
す
。
ウ
ィ
ル

ス
以
外
の
原
附
と
し
て
は
、
何
間
矧

か
の
細
附
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
が
、
呼

吸
す
る
と
き
空
気
と
い
っ
し
ょ
に
入

り
込
み
、
品
や
の
ど
の
粘
膜
に
住
み

つ
き
ま
す
。

健
康
な
と
き
は
、
ウ
ィ
ル
ス
や
制

閣
に
打
ち
勝
つ
、
」
と
が
で
き
ま
す
が
、

な
ん
ら
か
の
原
因
で
粘
膜
の
抵
抗
力

か
弱
ま

っ
て
い
る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
の

増
殖
が
活
発
に
な
り
粘
膜
に
激
し
い

炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
が
風
邪

と
い
わ
れ
る
状
態
で
す
。

風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
く
し
ゃ
み

や
せ
き
で
飛
び
散
り
ま
す
。

こ
れ
が

ほ
か
の
人
の
呼
吸
器
に
入
り
込
ん
で

伝
染
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

風
邪
は
一
聞
の
伝
染
病
と
い
、
え
ま
す
。

子
供
・
お
年
寄
り

妊
婦
と
風
邪

子
供
、
特
に
五
歳
く
ら
い
ま
で
の

幼
児
は
、
一
生
の
う
ち
で
も
一
番
風

邪
を
引
き
や
す
い
も
の
で
す
。

こ
れ

は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
ウ
ィ
ル
ス

に
対
す
る
免
疫
が
で
き
て
い
な
い
う

え
に
、
保
育
固
な
ど
の
集
団
生
活
に

入
る
の
で
、
ウ
ィ
ル
ス
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
る
た
め
で
し
ょ
う
。
子

供
め
症
状
は
、
一
般
に
大
人
よ
り
も

多
彩
で
重
い
の
が
特
徴
で
す
。
病
気

の
経
過
に
注
意
し
、
早
め
に
お
医
者

さ
ん
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

お
年
寄
リ
の
風
邪
は
、
特
に
肺
炎

を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
の
で
、
油
断

を
せ
ず
安
静
第
一
に
し
て
少
し
で
も

様
子
が
お
か
し
い
と
き
は
、
お
医
者

さ
ん
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
は
、
一
般
に
病
気
に
か
か

り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
、
風
働
の
よ
う
に
赤
ち
ゃ
ん
に
寄

形
が
起
こ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
と
き
に
、
む
や
み
に
薬

を
飲
ま
な
い
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

薬
は
、
必
ず
お
医
者
さ
ん
の
指
示
に

従
っ
て
飲
み
ま
し
ょ
う
。

風
邪
を

予
防
す
る
に
は

風
邪
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
第

一
に
体
の
調
子
を
川
件
比
え
て
抵
抗
力
を

つ
け
ま
す
。
過
労
や
寝
不
足
な
ど
の

不
照
生
は
、
体
の
抵
抗
力
を
低
下
さ

せ
ま
す
か
ら
、
風
邪
の
流
行
す
る
と

A
V
電
気
ご
た
つ

O
保
温
を
良
く
す
る
た
め
、

掛
け
、
山

と
ん
は
木
綿
と
毛
布
を
併
用
し
、
こ

た
つ
の
下
は
マ

ッ
ト
を
敷
い
て
使
え

ば
保
温
力
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

O
反
射
板
な
ど
の
ほ
こ
り
を
取
る
と
、

熱
効
率
が
ぐ
ん
と
上
が
り
ま
す
。

O
洗
濯
物
を
こ
た
つ
の
中
に
入
れ
る

こ
と
は
、
ヒ
ー
タ
ー
傾
に
湿
気
が
た

ま
っ
て
危
険
で
す
。

-
電
気
毛
布

。
お
休
み
三
十
分
前
に
予
備
通
電
す

る
と
、
寝
る
と
き
ほ
ど
よ
い
ほ
か
さ

に
な
り
ま
す
。

O
正
し
い
温
度
を
保
つ
た
め
、
コ

ン

ト
ロ

ー
ラ
ー
を
寝
具
の
中
に
入
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O

ヒ
ー
タ
ー
線
を
保
護
す
る
た
め
も

布
は
小
さ
く
た
た
ま
ず
、
ま
た
、
ほ

か
の
唯
一
局
器
具
と
い

っ
し
ょ
に
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

き
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
規
則

正
し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
、
そ
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
時
限

と
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

次
に
風
邪
が
流
行
し
て
い
る
と
き

の
注
意
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
繁
華

街
や
人
ご
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
マ
ス
ク
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
通
過

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
濃

厚
な
感
染
を
防
ぐ
こ
と
や
寒
さ
か
ら

気
道
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
か
ら
帰

っ
た
あ
と
の
「
、
つ
が
い
」

や
手
洗
い
な
ど
は
、
あ
る
程
度
予
防

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
か
ら
、
習
慣

に
し
て
く
だ
さ
い
。

風
邪
を

引
い
て
し
ま
っ
た
ら

風
邪
に
は
、
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
静
が
第
一
で
す
か
ら
、
無
理

を
せ
ず
暖
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り
休
み
、

体
力
を
消
耗
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
栄
養
に
富
ん
だ
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
二、

三
目
だ
っ
て
も
症
状
が
良
く
な
ら
な

け
れ
ば
、
お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

電気暖房器具の

上手な使い方
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勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

時 4ゐ!
竹月14目、市保健センターで「寝たきり老

人家庭看護研修会」ガ聞かれましだ。参加さ

杓疋皆さんは、各御家庭に寝芝きり老人を

抱えていらっしゃる皆さんだけに、真剣に

研修していました。

ペ
ネ

ロ
ペ
、
英
雄
葬
送
曲
、
華
燭

の
祭
典
、
二
部
(
お
な
じ
み
の
曲

を
マ
ン
ド
リ
ン
で
)
H
日
本
の
民
謡
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
三
部

(
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
よ
る
音

楽
物
語
)

H
雪
の
女
王

入
場
料
・
:
五
百
円

〈
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
紹
介
と

部
員
募
集
〉

五
十
年
に
第
一
固
定
期
演
奏
会
を

行
な
い
、
そ
れ
以
後
、
毎
年
一
回
、

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
合
奏
の
す
ば
ら
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
歓

迎
し
ま
す
。

練
習
日
:
・
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時

か
ら
同
九
時

練
習
場
所
・
:
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講

習
室

えつ広報

定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

一第 924号

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
の
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
次
の
と
お
り
第
八

固
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
御
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
十
二
月
八
日
出
午
後
六
時

開
場
、
同
六
時
三
十
分
開
演

と
ニ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

曲
目
:
・

一
部

(
マ
ン
ド
リ

ン
合
奏

の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
)
H
序
曲

防
火
管
理
者

実
務
講
習
会
を
開
催

消
防
本
部
予
防
課

包
⑫
2
5
0
1
内
線
2
1
7

こ
の
た
び
、
火
災
予
防
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
中
心
と
し
た
防
火
管
理
者
実

務
講
習
会
を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

と

き

・
:
十
二
月
十
三
日
附
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館
二
階
会
議

室
持
ち
物
:
・
防
火
管
理
者
証
、
筆
記
用

具
な
ど

受
講
料
・
:
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
五
百

同
を
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

受
講
申
込
方
法
:
・
十
二
月
十
日
開
ま

で
に
、
事
業
所
名
、
氏
名
を
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

長
寿
国
の

庁
務
員
を
募
集

別
所
温
泉
長
寿
園

宮
⑩
3
1
6
0

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
長
寿
国
で

は
、
次
の
と
お
り
庁
務
員
を
募
集
し

ま
す
。

業
務
内
容
・
:
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な

ど
の
保
守
、
冷
暗
房
な
ど
諸
機
械

器
具
の
操
作
、
機
械
に
よ
る
洗
濯

業
務
、
お
よ
び
庁
務
全
般

勤
務
時
間
・
・
・
平
日
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
、
土
曜
日
は
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

O
時
三

十
分
(
休
日
は
日
曜
日
、
祝
百
、

年
末
年
始
)

年

齢

:
・
二
十
五
歳
(
昭
和
三
十
四

年
生
ま
れ
)
か
ら
四
十
五
歳
(
昭

和
十
四
年
生
ま
れ
)
ま
で
の
人

募
集
人
員
・
:
男
性
一
人
(
普
通
車
の

運
転
が
で
き
る
人
)

応
募
方
法
・
・
・
書
類
な
ど
を
長
寿
園
か

ら
も
ら

っ
て
、
十
二
月
十
五
日
出

ま
で
に
長
寿
園
に
お
出
し
く
だ
さ

そ
の
他
:
・
選
考
は
十
二
月
下
旬
の
予

定
、
採
用
は
来
年
一
月
上
旬
の
予

定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

:
・
市
内
大
字
別
所
温

泉
一

O
九

O
ー
一
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
別
所
温
泉
長
寿
園

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
自
粛
に
御
協
力
を

毎
年
今
ご
ろ
に
な
る
と

ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
す
る
い
卑
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ス
ハ
イ
ク
タ
イ

ヤ
は
、
冬
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る

う
え
で
た
い
へ
ん
有
効
で
す
が
、
最

近
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
発
生
す
る

騒
音
や
、
路
面
や
区
画
線
を
削
る
た

め
に
発
生
す
る
粉
塵
に
よ
る
生
活
環

境
の
悪
化
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す

現
在
、
関
係
機
関
に
よ

っ
て
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

昨
年
、
県
に
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使

用
自
粛
推
進
要
綱
」
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
主
旨
は
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
自
粛
期
間
を
四
月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
と
し
、
冬
期
間
に
お
い

て
も
道
路
の
状
態
に
よ
り
、
で
き
る

だ
け
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
を
自

粛
す
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
す
。

良
好
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
、
道
路
の
状
態

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
、
ス

パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
が
明
ら
か
に
不
用
な
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
使
用
を
自
粛
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

運
転
は
気
く
ば
り

目
く
ば
り
思
い
や
り

期

問
:・卜-，

H
初
旬
か
ら
氷
年
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h
p
二
中
の
皆
さ
ん
が
上
回
公
園
を
清
掃

こ
の
ほ
ど
、
第
二
中
学
校
の
全
生
徒
の
皆
さ
ん
約
七
百
人
山町、

上
回
公
園

一
幣
を
清
帰
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
生
徒
会
活

動
の
一
環
と
し
て
生
徒
が
自
主
的
に
行

っ
て

い
る
も
の
で
、
も

う
十
余
年
も
の
長
い
間
続

い
て
い
ま
す
。
一

時
間
ほ

ど
で
公
園

一
帯
は
、
見
違

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

4使用済み乾電池を北海道へ

市では、 7月から使用問み乾屯池の収集を

実施してきましたが、こ のほど集めた乾電池

が約 5トンになったため、北海道の使用済み

乾五池処理会社にトラ y クでコンテナ輸送し

ました(=写真)。使用済み乾電池の収集につ

いては、透lリjなビニール袋に入れて週一屈の

危険物収集 Hにお出しいただくようお!日品、し

ているところですが、なおいっそうの御協力

をお舶し、します。

国
鉄
上
田
駅

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

国
鉄
上
田
駅
で
は
、
次
の
と
お
リ

国
鉄
指
定
券
「
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
コ

ー
ナ
ー
」
を
山
開
設
し
て
い
ま
す
ι

ど

う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
期
限
:
・
ぃ
八
十
年
一
月
六
日
川

開
設
時
刻

・
午
前
十
時
か
ら
午
後
五

時
三
十
分

開
設
場
所
;
上
回
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー

対
象
期
間
・
列
車

:
六
十
年
一
日
六

日
ま
で
に
御
乗
車
と
な
る
列
市

そ
の
他
・
:
屯
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ

ん
の
で
御
了
点
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

郵
便
局
て
は
、
年
末
年
始
に
皆
き

ん
か
ら
お
出
し
い
た
だ
く
年
れ
状
な

ど
を
処
即
ん
す
る
た
め
、
次
の
と
お
リ

ア
ル
ハ
イ
ト
を
捗
出
し
ま
す

仕
事
内
容

:
-
M内
で
の
年
れ
状
乃
ば
一

分
と
同
外
て
の
配
達
作
業
が
、
五
な

仕
が
で
す

期
間
・
・
十
二
月
初
旬
か
ら
米
年
一

月
初
旬
ま
で
で
す
が
、
一
週
間
く

ら
い
の
知
期
間
て
も
け

つ
こ
う
で

す
お
問
い
合
わ
せ
:
お
近
く
の
劃

M
M

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
古サ部
位 l電
1ビカ
2ス上
4省田
Oエ営

ネ業
ル所
ギ

課

中
部
五
力
で
は
、
財
人
の
皆
き
ん

を
対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
宅
内

受
講
者
を
必
集
し
ま
す

と
こ
ろ
:
・
中
部
恒
力
上
町
営
業
所
制

人
数
・
4

定

員

・
作
コ
ー
ス
と
も
一
一
ト
川
名

会

費

・
:
材
料
代
と
し
て
一
凶

h
H

円
山
れ
皮

料理教室日程表

!りJ IIlJ 1Iu' E'l Il年

午時;110:00 
机 1・3

水HN，H I 
午後 1: 00 

仲 午前10:00 
~l ・ 3

イ、BI('f:l 

i
 

郎同

守f註1: 00 

60.q:・

1 9 (付~

3 201')，) 

1 10[札~

3 15 

A 

B 
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"人権M

えつ広報

について

考えてみましよう

(
十
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

長
倉
ま
き
の
さ
ん

北
津
士
口
平
さ
ん

宮
原
せ
き
乃
さ
ん

小
川
は
ふ
さ
ん

吉
住
庄
作
さ
ん

赤
池
保
雄
き
ん

(
常
入
二

浦
原
志
げ
さ
ん

(中
央
四
)

ーー第 924号

日

保倉柳 川柳
辺

野升沢町沢

常
入
東

丸
堀
町

12月4日.......10日は「人権週間J

世界人権宣言が誕生した 12月10日の

「人権デー」を記念して、 12月4日か

らこの人権デーまでの|週間を「人権

週間」としています。期間中は全国各

地で「人権」にちなんだ催し物などが開

催されます。この機会に、あなたも「人

権」について考えてみてください。

七九八五七
三二七 九四

丸
山
は
ん
さ
ん

(天
神
四
)

富
津
君
生
さ
ん

小
林
白
書
さ
ん

高
遠
け
さ
を
さ
ん

宮
下
五
平
さ
ん

伊
藤
久
子
さ
ん

竹
内
正
己
き
ん

若
林
孝
男
さ
ん

熊
木
順
一
き
ん

(中
央
二

)

成
津
守
の
さ
ん

(
繰
が
丘
三
)

田
中
重
吉
さ
ん

成
津
さ
く
さ
ん

(
緑
が
丘
三
)

三
浦
あ
き
さ
ん

安
田

勇
さ
ん

(中
央

二

南
天
神
町

五

加

秋

和

上
塩
尻

下
塩
尻

奈
良
尾

院

内
西
前
山

本
緑
が
丘
西

上
田
原

緑
が
丘
西

下
塩
尻

松
尾
町 町

九
五

八
六

八

O
八

O
八

O
五
三

七
三

七
八

西
入
一
伊
き
ん

勝
村
久
子
さ
ん

林

恒

喜

さ

ん

石
井
静
江
さ
ん

(中
央
西
二

橋
本
は
や
の
さ
ん

工
藤
必
美
さ
ん

中
津
ゐ
る
じ
き
ん

恵
下
利
男
さ
ん

成
運

滋

さ

ん

(
大
手
二
)

小
林
市
郎
さ
ん

(
中
央
三
)

宮
尾
と
み
子
さ
ん

(中
央
二
)

小
林
隆
志
さ
ん

畠

山

司

き

ん

秋
山
和
司
さ
ん

加
藤
ひ
ろ
さ
ん

す子イ

牧
町
吉
田

下

組
北
大
手

舞

田

L
W
川、

n
H
H

4
F
V

エ
↑

中
之
条

久
保
林

大
手
町

木海
野
町

千
曲
町

朝
日
が
丘

岩
清
水 町

訂
正
お
わ
び

社会保険出張相談日九九句、

( 12月J 1. 

(第 1火曜日 4日 t 
第 3火曜日 18日 t 

会場…松尾工業株式会社(川辺町) ~ 

(第 2火曜日 11日 ; 

第 4火曜日 25日 3 

会場…海野町会館(海野町) タ

0各会場とも午前10時一午後 3時

0 お問い合わせ・・・上回商工会議所

(伊藤ビル内)宮⑫4500
~〆早J守、占庁、品庁、合庁唱ノ苧唱/ト~早這/トUわ喧/トザトも庁、4パ

「
広
報
う
、
え
だ
」
十
一
月
十
六
日

発
行
、
第
九
二
三
号
の
十
三
ペ
ー
ジ

「
十
二
月
の
乳
幼
児
健
康
診
査
」
中
、

上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場
の
一
歳

六
か
月
児
の
実
施
日
が

一
月
二
十
日

と
あ
る
の
は
、
十
二
月
二
十
日
の
誤

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

五
九

三
四

七

一

八
三

九

O
七

O
八
二

六
八

八
六

(
常
田
二
)

清
水
ふ
み
よ
さ
ん

中
島
秋
子
さ
ん

唐
津
署
太
郎
さ
ん

有
賀
善
十
さ
ん

南
波
ふ
じ
め
さ
ん

小
林
み
ど
り
さ
ん

平
井
重
男
き
ん

小
泉
ヒ
デ
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)

桜
井
敏
己
き
ん

加
藤
利
子
さ
ん

松
村
英
夫
さ
ん

(
常
磐
城
二

井
川
信
治
さ
ん

林
袈
裟
一
郎
さ
ん

及
木
義
次
さ
ん

山
浦
ち
よ
さ
ん

回
中
豊
治
さ
ん

上
常
田

中
吉
田

秋

和

金
剛
寺

・

レ

ヘ

円
U

4
市

エ

↑

L
W
ヘ

円

u

卦
υ

エ
↑

神

畑

諏
訪
形

新

屋
下
之
条

川
辺
町

朝
日大中御西
カf

丘 屋組所脇

七七八七七八六八
五 O 三四 O 三八八

女子曲川左岸地区

七
O 

八

七
四

七
六

八
二

七 八七
四

七
八

七
二

七
六

四
二

。

五
二

二
八

三
七

(常
田
二

)

小
出
侍
ぞ
よ
さ
ん

三
富
フ
ジ
さ
ん

依
固
ま
き
さ
ん

(
常
田
三
)

師
川
す
い
さ
ん

尾
崎
む
ね
さ
ん

石
巻
ふ
く
の
さ
ん

倉
島
み
ぞ
き
ん

三
井
ミ
っ
さ
ん

(
中
央
北

ご

岩

井

悦

さ

ん

西
入
市
郎
き
ん

武
重
三
郎
き
ん

(大
手
二
)

七 七七六八
O 六 五 三 二

女千曲川右岸地区
北
常
田

中

野岡

七九八
四四二

上
常
田

新

田
上
青
木

新

田
金
剛
寺

八 八 六 八 八
四六九二七

小下新

牧組田

八
三

七
四

五
八

丸
堀
町

九
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